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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究はアルカリ玄武岩中のゼノリスおよびアルプス型貫入岩を構成するマントル起源の超塩基性岩を研
究試料として、これらに含まれる硫化鉱物の産状、鉱物組み合わせ、化学組成などを詳細に調べ、既存の硫
化鉱物系の高温での相平衡資料を用いて、マントルにおける硫化物の存在状態や晶出後の相変化過程などを
議論している。硫化鉱物は珪酸塩鉱物に比べより低温まで相変化が続くために、硫化鉱物を用いてマントル
の情報を得ることは困難とされてきた。しかしながら、本研究では硫化鉱物の産状を吟味し、とくに珪酸塩
鉱物中に包有されている硫化鉱物は低温での安定鉱物組み合わせに相変化しているが、バルク組成は初生値
を保っており、高温の相図を用いることによりマントルの状態を復元できることを示した。その結果、マン
トルに存在する初生硫化物メルトはペントランド鉱よりもやや鉄に富み、mssよりも若干硫黄に乏しい組成
であることが示された。ゼノリスと貫入岩では若干異なるメルト組成が推定されているが、これは硫黄が未
飽和な状態で珪酸塩メルトとカンラン石間でニッケルの分配が生じたためであると合理的に説明できる。本
研究は従来軽視されてきた硫化鉱物を、マントルにおける岩石成因論に利用する新しい試みであり、一定の
成果が得られたことは評価できる。以上は著者が研究者として自立して研究活動を行うに足る能力と、その
基礎となる学識を有していることを示している。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
